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中
核
市
・
新
た
な
研
修
ス
タ
ー
ト
の
年

所
長

田
中

浩
三

「
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」

新
年
早
々
す
ば
ら
し
い
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
石
川
啄
木
の
「
何
と
な

く

今
年
は
よ
い
事
あ
る
ご
と
し

元
日
の
朝
晴
れ
て
雲
な
し
」
の
心

境
の
如
く
、
希
望
や
期
待
を
胸
に
新
年
を
ス
タ
ー
ト
さ
れ
た
方
も
多
く

い
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

さ
て
、
今
年
は
那
覇
市
に
と
っ
て
は
全
国
で
四
二
番
目
の
「
中
核
市
」

移
行
と
い
う
記
念
す
べ
き
年
で
も
あ
り
ま
す
。
中
核
市
と
言
え
ば
県
か

ら
多
く
の
事
務
移
譲
が
行
わ
れ
ま
す
。
本
研
究
所
に
お
い
て
も
法
定
研

修
等
が
移
譲
さ
れ
、
四
月
か
ら
新
た
な
研
修
が
ス
タ
ー
ト
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
中
核
市
移
行
後
、
ど
の
よ
う
な
研
修
が
実
施

さ
れ
る
の
か
等
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

中
核
市
に
な
る
と
県
費
負
担
教
職
員
の
研
修
を
那
覇
市
教
育
委
員

会
が
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
県
が
実
施
し
て
い
る
「
初

任
者
研
修
」
や
「
十
年
経
験
者
研
修
」
の
法
定
研
修
と
「
そ
の
他
教
職

員
研
修
」（
教
科
等
専
門
研
修
や
職
務
研
修
等
）
が
本
研
究
所
に
移
譲

さ
れ
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、
「
県
費
負
担
教
職
員
」
は
那
覇
市
に
留
ま
ら
ず
、
県
全

域
の
教
職
に
携
わ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
資
質
等
の
維
持
向
上
を
図
る
こ

と
を
基
本
に
据
え
て
、
こ
れ
ま
で
何
度
も
県
と
話
し
合
い
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
移
譲
さ
れ
る
研
修
は
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。ま

ず
「
初
任
者
研
修
」
や
「
十
年
経
験
者
研
修
」
で
は
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
本
研
究
所
に
移
譲
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
、
養
護
教
諭
や
栄
養
教

諭
の
よ
う
に
対
象
者
が
少
数
で
し
か
も
専
門
性
が
求
め
ら
れ
る
研
修

や
県
立
総
合
教
育
セ
ン
タ
ー
等
で
行
わ
れ
る
全
県
的
な
研
修
は
従
来

通
り
県
に
依
頼
し
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

次
に
「
そ
の
他
教
職
員
研
修
」
で
は
、
県
が
教
育
施
策
の
周
知
等
を

目
的
と
し
て
行
う
研
修
（
校
長
研
修
会
や
学
力
向
上
推
進
等
）
に
つ
い

て
は
、
従
来
通
り
そ
の
多
く
を
県
（
教
育
事
務
所
等
）
が
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
結
果
、
本
研
究
所
に
「
五
年
経
験
者
研
修
」
や

「
研
究
主
任
研
修
」
等
、
一
部
の
研
修
が
移
譲
さ
れ
、
さ
ら
に
新
規
の

研
修
と
も
合
わ
せ
て
十
余
の
研
修
を
新
た
に
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

本
研
究
所
で
は
現
在
、
中
核
市
を
迎
え
る
に
際
し
、
法
定
研
修
を
は

じ
め
移
譲
す
る
研
修
や
新
規
の
研
修
、
さ
ら
に
は
従
前
の
研
修
に
つ
い

て
、
着
実
で
充
実
し
た
内
容
を
目
指
し
て
研
修
計
画
を
作
成
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

本
年
も
所
員
一
同
、
那
覇
市
の
教
育
に
一
層
寄
与
し
て
い
く
所
存
で

す
。
関
係
す
る
皆
様
の
ご
支
援
・
ご
協
力
を
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。

那覇市金城 3－5－3
Tel 917-3441 Fax 857-8681

naha-c@naha-c.nahaken-okn.ed.jp
所 長 田 中 浩 三

●新年を迎え、平成 24 年度 後期研究員の研究も折り返し地点を過ぎました。テーマ検討から項立て、中間

検討会を経て、検証授業の実施・考察・まとめの時期に差し掛かり充実した日々を送っています。次年度の

募集締め切りが近付いています。多くの応募をお待ちしています。

12 月 18 日（火）石川 広美研究員 12 月 20 日（木）洲鎌 裕子研究員
１月 11 日（金）仲地 健 研究員 １月 15 日（火）松茂良尚哉研究員

今日の授業は, 仮説が有効であった
かを見るための検証授業であった。授

業を終えて, 反省することがたくさん
見つかった。課題はたくさん見えてき
たが, これらは次の授業改善の目にも

なる。次へ生かしていきたい。
また, 仮説の手立てが有効であった

か, 検証が証明できるように, アンケ

ートや感想をしっかりとっていきた
い。（石川）

入所してから今日までの理論研究に

基づいた検証保育ということで，今ま
でにない緊張感を感じながらの保育実
践となりました。

研究会では，私の気がつかなかった
数々の子どもたちの姿を含め，今日の
実践を次へつなぐための手立て，さら

にどのように考察，結果とまとめたら
よいのかと見通しを示して頂き，大変
勉強になりました。（洲鎌）

研究所だより 那覇市立教育研究所

次年度教育研究員

募集中！

①ほとんどの児童が読み取りの視点が書かれ
たワークナビを積極的に活用し，本時の学習

課題を立てることができた。
②机間指導を通して，児童の考えを把握して意

図的な指名をすると全体の考えに深まりが

みえる。
③複数の資料から共通点，相違点を読み取った

り，関連付けして考えさせるとよかった。

指導助言を参考にしながら検証をすすめてい
きたいと思います。 （仲地）

自作資料に生徒が思った以上に反応し
てくれて，語り合いも盛り上がっていた
のは良かったと思う。授業検討会では，

所長をはじめ，多くの指導主事の先生方
から貴重なアドバイスを頂いた。それを
基にして，いい検証ができたらと思う。

そのためには事後アンケートが重要にな
ってくる。しっかり検証，考察ができる
ような内容にしていきたいと思う。

（松茂良）
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※ 沖縄県データが公表され次第 数値を挿入し再発行します。

中学校 国 語 社 会 数 学 理 科 英 語

那覇市 61.2 51.9 42.8 36.4 58.3

沖縄県 59.4 51.0 40.5 34.7 55.4

小学校
第 3 学年 第 5 学年

那覇市 沖縄県 那覇市 沖縄県

国

語

A 81.1 79.3 60.1 58.6

B 60.5 57.7 69.2 68.1

算

数

A 86.8 58.7 76.4 75.7

B 61.6 60.1 37.5 34.9

コンビニ国語講座 受講者募集中！

第４回講座 2月 20 日㈬ 17：45～
第５回講座 2月 27 日㈬ 17：45～
申し込みはメール、電話、fax にて受け付けています。
詳しくは那覇市立教育研究所ＨＰ又は Desknet’s で。
お気軽にご連絡ください。

平成 24 年度 沖縄県到達度調査結果

昨年 12 月に行われた「沖縄県学力到達度調査」の那覇市の各教科平均正答率を報告します。
考察や課題となる問題例と指導の重点等の詳細については、後日 Desknet’s に掲載いたします。

理論研究 研究内容の検討 検証授業 まとめの検討

第 100 期【前期】 平成 25 年 4 月 1 日から６ケ月

募集要項でお確かめください。※ 那覇市立教育研究所ＨＰ または Desknet’s で。

第 101 期【後期】 平成 25 年 10 月 1 日から６ケ月

研
修
の
流
れ

その他、多く

の研修や講座
があります。

『数学教育』 明治図書出版
中学校における数学内容に視点を据え、数学教育

の向上と発展に重要な意味をもつ理論的・実践的諸

問題を特集のテーマとする。内容は、指導事例を実

証にもとづいて多様な角度から捉え、指導の方法、

考え方、技術を深め、現場に役立つ教材研究の掘り

下げを目指す。

図書室にて
貸し出しして
います♪

コミュニケーションスキル講座（11月 22日）
講師；吉田文子先生（セルフコンフィデンス沖縄）

データ処理の苦手な自分にとって今回の研修
はとても楽しみにしていた研修の１つだった。期
待通りデータ処理に必要な基本的なことから，便

利な操作などを丁寧に教えて頂いた。これで，ア
ンケートを基にした検証もスムーズに行くので
はないかと確信が持てるようになった。また，今

回得た知識を現場に帰ったら，データ処理の苦手
な同僚に教えていきたいと思う。 （松茂良）

エクセル活用講座（12月 26 日）
講師；上地弘美先生（株式会社興洋電子）

上地先生

集計表の作成はﾌｫｰﾑ(型)を作っておけば, ﾃﾞｰﾀ

を入力したり, 貼り付けたりするだけで, 楽に集
計ができた。研究のｱﾝｹｰﾄの集計が思ったよりす
ぐにできそうだと感じた。集計ﾃﾞｰﾀをｸﾞﾗﾌ化する

のも表さえできていれば簡単に作ることができ
た。また, いったん作ったｸﾞﾗﾌもｸﾘｯｸ一つで他の
ｸﾞﾗﾌに変えることができたり, 表題やﾃｷｽﾄも自

分なりに工夫することができることがわかった。
いろいろ試してみたい。 （石川）

人は言語（言葉），周辺言語（声，スピー
ド，間，抑揚，口調）非言語（表情，しぐ
さ，視線，姿勢，体型，肌，髪，装飾品，

など）によって全身で情報を伝達している。
驚いたことは言葉を聞いているのは全体の
８％にすぎないそうで、非言語が 70％を占

めるそうだ。言葉だけではなくいろいろな
考え方を理解することにより他者との関係
をよくしていきたい。 （仲地）

吉田文子先生

相手の考え方とは違っていて当たり前と
考え、脳を不安にする絶対的思考から自分
を解き放つ作業を心がけていきたいと思い

ます。そして、コミュニケーションをとる
相手が気持ちよく心を開いてくれるような
人間になれるように、言葉を意識して使っ

ていきたいです。 （洲鎌）


